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(57)【要約】
【課題】各種旧塗膜に対する付着性に優れ、且つ、耐水性、耐アルカル性等の上塗り塗料
としての適性をも具備した水性被覆剤とすることができる樹脂水性分散体を提供すること
。
【解決手段】アミノ基含有エチレン性不飽和単量体（ａ－１）、カルボキシル基含有エチ
レン性不飽和単量体（ａ－２）およびその他のエチレン性不飽和単量体（ａ－３）を含有
するエチレン性不飽和単量体（Ａ）、好ましくはエチレン性不飽和単量体（Ａ）１００重
量部あたり、単量体（ａ－１）の使用量が０．１～５重量部、単量体（ａ－２）の使用量
が０．１～５重量部、且つ、これら単量体（ａ－１）と単量体（ａ－２）の使用量の合計
が０．５～６重量部であるものを、アルキレンオキサイド骨格を有する乳化剤（Ｂ）、好
ましくはポリオキシエチレンアルキルエーテル骨格を有する乳化剤の存在下で乳化重合し
てなるものである樹脂水性分散体。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
アミノ基含有エチレン性不飽和単量体（ａ－１）、カルボキシル基含有エチレン性不飽和
単量体（ａ－２）およびその他のエチレン性不飽和単量体（ａ－３）を含有するエチレン
性不飽和単量体（Ａ）を、アルキレンオキサイド骨格を有する乳化剤（Ｂ）の存在下で乳
化重合してなるものであることを特徴とする樹脂水性分散体。
【請求項２】
エチレン性不飽和単量体（Ａ）１００重量部あたり、アミノ基含有エチレン性不飽和単量
体（ａ－１）の使用量が０．１～５重量部、カルボキシル基含有エチレン性不飽和単量体
（ａ－２）の使用量が０．１～５重量部、且つ、これら単量体（ａ－１）と単量体（ａ－
２）の使用量の合計が０．５～６重量部である請求項１に記載の樹脂水性分散体。
【請求項３】
その他のエチレン性不飽和単量体（ａ－３）が２０℃における水に対する溶解度が０．１
％以下の（メタ）アクリル酸エステルおよび／またはスチレンを含有するものである請求
項２に記載の樹脂水性分散体。
【請求項４】
２０℃における水に対する溶解度が０．１％以下の（メタ）アクリル酸アルキルエステル
および／またはスチレンの使用量が、エチレン性不飽和単量体（Ａ）１００重量部あたり
８０重量部以上である請求項３に記載の樹脂水性分散体。
【請求項５】
アルキレンオキサイド骨格を有する乳化剤（Ｂ）が、ポリオキシエチレンアルキルエーテ
ル骨格を有する乳化剤である請求項１に記載の樹脂水性分散体。
【請求項６】
ラジカル重合開始剤（Ｃ）として有機過酸化物を用いてエチレン性不飽和単量体（Ａ）を
乳化重合してなるものである請求項１～５のいずれか１項に記載の樹脂水性分散体。
【請求項７】
連鎖移動剤（Ｄ）の存在下でエチレン性不飽和単量体（Ａ）を乳化重合してなるものであ
る請求項１～５のいずれか１項に記載の樹脂水性分散体。
【請求項８】
連鎖移動剤（Ｄ）が、２０℃における水に対する溶解度が５重量％以下のものである請求
項６に記載の樹脂水性分散体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は旧塗膜に対する付着性に優れ、且つ上塗り塗料としての適性である耐水性、耐
アルカリ性などを併せ持った樹脂水性分散体に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、地球環境保護、労働衛生上等の観点から各種被覆剤において溶剤系から水系への
移行が進められている。建築塗料分野においては以前から水性であるエマルジョン塗料が
主流である。しかし、エマルジョン塗料は旧塗膜に対する付着性が溶剤系塗料と比べると
劣ることから、改修用途においては溶剤系塗料が多く使用されているのが現状である。か
かる状況下、旧塗膜付着性に優れるエマルジョン塗料、特に上塗り塗料としての性能、即
ち耐水性、耐アルカリ性等の耐久性も併せ持つエマルジョン塗料の開発が望まれている。
そこで旧塗膜に対する付着性と共に、耐水性、耐アルカリ性等の耐久性にも優れる水性被
覆剤の開発について盛んに検討がなされている。
【０００３】
　例えば、（メタ）アクリル酸アルキルエステルおよび不飽和カルボン酸を、乳化剤とし
てアルキルジフェニルエーテルジスルホン酸塩を用いて重合することにより得られ、且つ
ガラス転移温度（以後、Ｔｇと略す。）が１５～５０℃で、合成樹脂粒子の平均粒子径が
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０．０１～０．１２μｍである合成樹脂エマルジョンを用いた水性被覆剤が各種旧塗膜に
対する付着性に優れる旨が開示されている（例えば、特許文献１参照。）。本方法による
と確かに旧塗膜、特に水性被覆剤からなる旧塗膜に対しては良好な付着性を示すが、溶剤
系、特にターペン可溶型塗料や溶剤型２液塗料からなる塗膜に対する付着性は充分なもの
ではない。
【０００４】
　また、表面張力が４０ｍＮ／ｍ以下の反応性界面活性剤を用いて乳化重合することによ
り得られたエマルジョンからなる水性被覆剤が、旧塗膜に対する付着性に優れる旨が開示
されている（例えば、特許文献２参照。）。しかし、本方法においても溶剤系被覆剤から
なる塗膜、特にターペン可溶型塗料や２液硬化型溶剤系被覆剤からなる旧塗膜に対する付
着性は充分なものではない。
【０００５】
【特許文献１】特開２００１－３４２２１９号公報
【特許文献２】特開２００２－１９４２９２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明が解決しようとする課題は、各種旧塗膜に対する付着性に優れ、且つ、耐水性、
耐アルカル性等の上塗り塗料としての適性をも具備した水性被覆剤とすることができる樹
脂水性分散体を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明者らは鋭意検討を重ねた結果、凝集することから通常共重合が困難であるとされ
ている、アミノ基含有エチレン性不飽和単量体とカルボキシル基含有エチレン性不飽和単
量体の共重合が、アルキレンオキサイド骨格を有する乳化剤の存在下では凝集せずに可能
となること、および、アルキレンオキサイド骨格を有する乳化剤の存在下でアミノ基含有
エチレン性不飽和単量体とカルボキシル基含有エチレン性不飽和単量体を共重合させて得
られる樹脂水性分散体を用いることにより、旧塗膜に対する付着性に優れ、且つ、上塗り
塗料としての性能、即ち耐水性、耐アルカリ性等の耐久性も併せ持つ水性被覆剤が容易に
得られることを見い出し、本発明を完成させるに至った。
【０００８】
　即ち、本発明は、アミノ基含有エチレン性不飽和単量体（ａ－１）、カルボキシル基含
有エチレン性不飽和単量体（ａ－２）およびその他のエチレン性不飽和単量体（ａ－３）
を含有するエチレン性不飽和単量体（Ａ）を、アルキレンオキサイド骨格を有する乳化剤
（Ｂ）の存在下で乳化重合してなるものであることを特徴とする樹脂水性分散体を提供す
るものである。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の樹脂水性分散体は、旧塗膜に対する付着性に優れ、且つ、上塗り塗料としての
性能、即ち耐水性、耐アルカリ性等の耐久性も併せ持つ水性被覆剤とすることができるも
のである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　本発明においては、アルキレンオキサイド骨格を有する乳化剤（Ｂ）の存在下で乳化重
合するエチレン性不飽和単量体（Ａ）として、アミノ基含有エチレン性不飽和単量体（ａ
－１）とカルボキシル基含有エチレン性不飽和単量体（ａ－２）を、その他のエチレン性
不飽和単量体（ａ－３）と共に必須成分として含有するものを用いる必要がある。
【００１１】
　前記アミノ基含有エチレン性不飽和単量体（ａ－１）としては、特に制約はなく、アミ
ノ基とエチレン性不飽和基を有するものであればいかなるものでもよく、またアミノ基も
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１級アミノ基、２級アミノ基、３級アミノ基、４級アミノ基いずれのものでもかまわない
。その具体例を挙げると、ジメチルアミノエチル（メタ）アクリレート等のアルキルアミ
ノアルキル（メタ）アクリレート類、ビニルアミン、（メタ）アクリル酸ジメチルアミノ
エチル塩酸塩、３－（メタ）アクリロイル－２－ヒドロキシプロピルトリメチルアンモニ
ウムクロライド等を挙げることができる。これらアミノ基含有エチレン性不飽和単量体（
ａ－１）の中でも、製造が容易で、付着性により優れる水性被覆剤が得られる樹脂水性分
散体を製造できることから、ジメチルアミノエチル（メタ）アクリレート等のアルキルア
ミノアルキル（メタ）アクリレート類が好ましい。
【００１２】
　また、前記カルボキシル基含有エチレン性不飽和単量体（ａ－２）も特に制約はなく、
カルボキシル基とエチレン性不飽和結合を有するものであればいかなるものでもよく、そ
の具体例を挙げると、アクリル酸、メタクリル酸、イタコン酸、マレイン酸、フマル酸、
クロトン酸、イタコン酸ハーフエステル、マレイン酸ハーフエステル、無水マレイン酸、
無水イタコン酸、２－メタクリロイルプロピオン酸等を挙げることができる。これらカル
ボキシル基含有エチレン性不飽和単量体（ａ－２）の中でも、製造が容易で、付着性によ
り優れる水性被覆剤が得られる樹脂水性分散体を製造できることから、（メタ）アクリル
酸、イタコン酸が好ましい。
【００１３】
　これらアミノ基含有エチレン性不飽和単量体（ａ－１）およびカルボキシル基含有エチ
レン性不飽和単量体（ａ－２）と併用するその他のエチレン性不飽和単量体（ａ－３）と
しては、特に制約はなく、いかなるものも用いることができ、その具体例を挙げると、（
メタ）アクリル酸メチル、（メタ）アクリル酸エチル、（メタ）アクリル酸ブチル、（メ
タ）アクリル酸－２－エチルヘキシル、（メタ）アクリル酸シクロヘキシル等の（メタ）
アクリル酸エステル類；マレイン酸、フマル酸、イタコン酸等の不飽和カルボン酸のエス
テル類；酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル、第３級カルボン酸ビニル、ベオバ等のビニル
エステル類；スチレン、ビニルトルエン等の芳香族ビニル単量体類；ビニルピロリドン等
の複素環式ビニル単量体類；塩化ビニル、アクリロニトリル、ビニルエーテル、ビニルケ
トン、ビニルアミド；塩化ビニリデン、フッ化ビニリデン等のハロゲン化ビニリデン化合
物；エチレン、プロピレン等のα－オレフィン類；ブタジエン等のジエン類；（メタ）ア
クリルアミド、マレイン酸アミド等の不飽和カルボン酸のアミド類；グリシジル（メタ）
アクリレート、アリルグリシジルエーテル等のグリシジル基含有ビニル単量体類；２－ヒ
ドロキシルエチル（メタ）アクリレート等の水酸基含有ビニル単量体類；Ｎ－メチロール
（メタ）アクリルアミド、ジアセトンアクリルアミドなどの不飽和カルボン酸の置換アミ
ド；γ－メタクリロキシプロピルトリメトキシシラン等の不飽和結合含有シラン化合物；
ジアリルフタレート、ジビニルベンゼン、アリルアクリレート、トリメチロールプロパン
トリメタクリレート、エチレングリコールジメタクリレート等の１分子中に２個以上の不
飽和結合を有するビニル単量体類などを挙げることができる。勿論これらに限定されるも
のではなく、ラジカル重合に使用できるエチレン性不飽和単量体であればいかなるもので
も用いることができる。
【００１４】
　これらその他のエチレン性不飽和単量体（ａ－３）としては、付着性により優れる水性
被覆剤が得られる樹脂水性分散体を製造できることから、（メタ）アクリル酸エステルお
よび／またはスチレンを含有するものを用いることが好ましく、更には２０℃における水
に対する溶解度が０．１％以下の（メタ）アクリル酸エステルおよび／またはスチレンを
含有するものを用いることがより好ましい。その使用量としては、エチレン性不飽和単量
体（Ａ）１００重量部あたりの使用量が８０重量部以上であることが好ましく、９０～９
７重量部であることがより好ましい。２０℃における水に対する溶解度が０．１％以下の
（メタ）アクリル酸エステルの具体例としては、アクリル酸２－エチルヘキシル、メタク
リル酸ｎ－ブチル、メタクリル酸ｔ－ブチル、メタクリル酸ｉ－ブチル、メタクリル酸シ
クロヘキシル、メタクリル酸ステアリル等が挙げられる。
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【００１５】
　前記アミノ基含有エチレン性不飽和単量体（ａ－１）と、カルボキシル基含有エチレン
性不飽和単量体（ａ－２）のそれぞれの使用量は、特に制約は無く、任意の量で使用する
ことはできる。しかし、アミノ基含有エチレン性不飽和単量体（ａ－１）の使用量として
は、重合が容易で、付着性、耐水性、耐アルカリ性等により優れる水性被覆剤が得られる
樹脂水性分散体を製造できることから、エチレン性不飽和単量体（Ａ）１００重量部あた
り、０．１～５重量部であることが好ましく、なかでも０．５～２重量部であることがよ
り好ましい。また、カルボキシル基含有エチレン性不飽和単量体（ａ－２）の使用量とし
ては、重合が容易で、付着性、耐水性、耐アルカリ性等により優れる水性被覆剤が得られ
る樹脂水性分散体を製造できることから、エチレン性不飽和単量体（Ａ）１００重量部あ
たり、０．１～５重量％であることが好ましく、なかでも０．５～４重量部であることが
より好ましい。さらに、これら単量体（ａ－１）と単量体（ａ－２）の使用量の合計とし
ては、重合が容易で、付着性、耐水性、耐アルカリ性等により優れる水性被覆剤が得られ
る樹脂水性分散体を製造できることから、エチレン性不飽和単量体（Ａ）１００重量部あ
たり、０．５～６重量部であることが好ましく、なかでも１～４重量部であることがより
好ましい。
【００１６】
　前記エチレン性不飽和単量体（Ａ）の乳化重合は、乳化剤の存在下であることが必須で
あり、具体的にはアルキレンオキサイド骨格を有する乳化剤（Ｂ）を用いることが必須で
ある。即ち、通常アミノ基含有エチレン性不飽和単量体（ａ－１）と、カルボキシル基含
有エチレン性不飽和単量体（ａ－２）を共重合させることは、凝集を起こすことから困難
であるが、アルキレンオキサイド骨格を有する乳化剤（Ｂ）を用いることによりこれら単
量体（ａ－１）と単量体（ａ－２）を共重合させることが可能となる。
【００１７】
　前記アルキレンオキサイド骨格を有する乳化剤（Ｂ）に特に制約はなく、アルキレンオ
キサイド骨格を有する乳化剤であればいかなるものでも用いることができる。その具体例
を挙げると、ポリオキシエチレンアルキルフェニルスルホン酸塩類、ポリオキシエチレン
アルキルエーテル硫酸エステル塩等のアニオン乳化剤；ポリオキシエチレンジスチレン化
フェニルエーテル、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレンアルキル
フェニルエーテル、ポリオキシエチレン－ポリオキシプロピレンブロック共重合体等のノ
ニオン乳化剤等を挙げることができ、さらに、メタクリル酸ポリオキシエチレンスルホン
酸塩類、ポリオキシエチレンアルケニルフェニルスルホン酸塩類、ポリオキシエチレンア
ルケニルフェニル硫酸塩類、メタクリル酸ポリオキシプロピレンスルホン酸塩類等のアニ
オン系反応性乳化剤；ポリオキシエチレンアルケニルフェニルエーテル、ポリオキシエチ
レンメタクリロイルエーテル等のノニオン系反応性乳化剤などの反応性乳化剤も用いるこ
とができる。勿論、これらの乳化剤は、複数種併用することも可能である。乳化剤の種類
については上記構造に制約されるものではなく、市販されているもの、具体的にはアクア
ロンＨＳシリーズ、ＫＨシリーズ、ＢＣシリーズ〔第一工業製薬(株)製〕、アデカリアソ
ープＳＥシリーズ、ＮＥシリーズ、ＳＲシリーズ、ＥＲシリーズ〔旭電化工業(株)製〕等
を挙げることができる。これらアルキレンオキサイド骨格を有する乳化剤（Ｂ）の中でも
、ポリオキシエチレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸エス
テル塩等のポリオキシエチレンアルキルエーテル骨格を有する乳化剤を用いることが好ま
しい。
【００１８】
　これらアルキレンオキサイド骨格を有する乳化剤（Ｂ）の使用量に特に制約はないが、
重合が容易で、付着性、耐水性、耐アルカリ性等により優れる水性被覆剤が得られる樹脂
水性分散体を製造できることから、エチレン性不飽和単量体（Ａ）１００重量部あたり０
．５～５重量部であることが好ましく、１～３重量部であることがより好ましい。また、
エチレン性不飽和単量体（Ａ）を乳化重合するにあたり、前記アルキレンオキサイド骨格
を有する乳化剤（Ｂ）は必須であるが、これ以外の骨格を有するその他の乳化剤を併用し
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てもかまわない。併用するにあたっては、その他の乳化剤に特に制約は無く、乳化重合で
使用できるものであればいかなるものでも用いることができる。その他の乳化剤の具体例
を挙げるとすると、アルキルベンゼンスルホン酸塩類、アルキル硫酸塩類、アルキルジフ
ェニルエーテルジスルホン酸塩、ジアルキルスルホサクシネートの塩類等を挙げることが
でき、また、ビニルスルホン酸塩類、スチレンスルホン酸ソーダ、ナトリウムアリルアル
キルスルホサクシネート等の反応性乳化剤を用いることも可能である。勿論、複数種を併
用することも可能である。
【００１９】
　本発明の樹脂水性分散体は、エチレン性不飽和単量体（Ａ）を乳化重合してなる水性分
散体であり、乳化重合方法には特に制約はなく、各種の乳化重合方法で行うことができる
。乳化重合方法の具体例を挙げると、エチレン性不飽和単量体（Ａ）の全量１００重量部
に対して、ラジカル重合開始剤（Ｃ）０．０１～１０重量部、好ましくは０．０５～１重
量部と、水性媒体５０～１０，０００重量部、好ましくは６０～２００重量部を使用して
、アルキレンオキサイド骨格を有する乳化剤（Ｂ）の存在下、０～１００℃、好ましくは
４０～８０℃で重合することができる。また、ラジカル重合開始剤と還元剤を併用するレ
ドックス重合にても行うことができ、この場合の還元剤の使用量はエチレン性不飽和単量
体（Ａ）１００重量部に対して０．０１～１０重量部、好ましくは０．０５～１重量部で
ある。この際、鉄イオンや銅イオン等の多価金属塩イオンを生成する化合物を促進剤とし
て併用することも可能である。また、コアシェル重合、シード重合等の異相構造エマルジ
ョンとすることも可能である。
【００２０】
　前記ラジカル重合開始剤（Ｃ）としては、例えば、過硫酸カリウム、過硫酸アンモニウ
ム、過硫酸ナトリウム等の過硫酸塩類；アゾビスイソブチロニトリルおよびその塩酸塩、
２，２′－アゾビス（２－アミジノプロパン）二塩酸塩、４，４′－アゾビス（４－シア
ノ吉草酸）等のアゾ系開始剤；過酸化水素、ｔ－ブチルハイドロパーオキサイド、クメン
ハイドロパーオキサイド等の過酸化物系開始剤等が挙げられる。この中でも、付着性、耐
水性、耐アルカリ性等により優れる水性被覆剤が得られる樹脂水性分散体を製造できるこ
とから、過酸化物系開始剤、特に有機過酸化物系開始剤が好ましく、特にｔ－ブチルハイ
ドロパーオキサイドが好ましい。これらラジカル重合開始剤（Ｃ）と併用可能な還元剤と
しては、例えば、ナトリウムスルホオキシレートホルムアルデヒド、ピロ亜硫酸ソーダ、
イソアスコルビン酸ソーダ等が挙げられる。
【００２１】
　さらに、本発明の樹脂水性分散体を得るための前記乳化重合方法では、連鎖移動剤（Ｄ
）、例えば、メルカプタン類、アルコール系有機溶剤、脂肪族系有機溶剤、芳香族系有機
溶剤等を用いることも可能である。但し、揮発性有機溶剤はできるだけ含まないことが環
境保護、労働衛生の観点から好ましく、更には付着性が向上することから、連鎖移動剤と
して２０℃における水に対する溶解度が５％以下の連鎖移動剤を用いることがより好まし
い。２０℃における水に対する溶解度が５％以下の連鎖移動剤の具体例としては、ラウリ
ルメルカプタン等のアルキルメルカプタン類、チオグリコール酸オクチル等のチオグリコ
ール酸アルキル類を挙げることができる。
【００２２】
　本発明の樹脂水性分散体は、必要に応じて、顔料、充填剤、骨材、分散剤、湿潤剤、増
粘剤、レオロジーコントロール剤、消泡剤、防腐剤、防黴剤、ｐＨ調整剤、防錆剤、紫外
線吸収剤、酸化防止剤等を配合することも可能である。
【００２３】
　本発明の樹脂水性分散体は、塗料用、粘接着剤用、繊維加工用、工業建材用、土木用、
紙加工用など、様々の用途に対して適応可能である。中でも、旧塗膜に対する付着性に優
れることから、塗料用、特に建築塗料用に有用である。また、耐水性、耐アルカリ性等の
耐久性を有することから上塗り塗料用として用いることができるが、それ以外にもシーラ
ー用、下地調整用等各種建築塗料用として有用である。
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【実施例】
【００２４】
　以下に実施例と比較例を挙げて本発明を詳細に説明するが、本発明は以下の実施例のみ
に制限されるものではない。なお、以下の「部」および「％」はいずれも重量基準である
。
【００２５】
　実施例１
　メタクリル酸ジメチルアミノエチル（以後、ＤＭＡＥＭＡと略す。）４部、メタクリル
酸（以後、ＭＡＡと略す。）２部、スチレン（以後、ＳＭと略す。）１２０部、アクリル
酸２－エチルヘキシル（以後、２－ＥＨＡと略す。）１４０部およびメタクリル酸メチル
（以後、ＭＭＡと略す。）１３４部からなるエチレン性不飽和単量体を、ニューコール７
０７ＳＦ〔日本乳化剤(株)製乳化剤；有効成分３０％〕４０部およびノイゲンＥＴ－１０
２〔第一工業製薬(株)製ポリオキシエチレンアルキルエーテル骨格含有乳化剤〕４部を１
２０部のイオン交換水に溶解させた乳化剤水溶液を用いて乳化し、モノマーエマルジョン
を作製した。また、過硫酸ナトリウム（以後、ＮＡＰＳと略す。）１．２部をイオン交換
水２４部に溶解させてラジカル重合開始剤水溶液を作製した。
【００２６】
　攪拌機、温度計、冷却器を取り付けた１リットル反応容器にイオン交換水３１０部を仕
込み、窒素ガスを送入しつつ攪拌しながら反応容器内を８０℃に昇温した。昇温後、モノ
マーエマルジョンおよびラジカル重合開始剤水溶液を反応容器内にそれぞれ３時間かけて
滴下投入し、乳化重合を行った。滴下終了後、ＮＡＰＳ０．２部を添加し、更に２時間攪
拌しながら８０℃で保持した後に室温まで冷却し、１４％アンモニア水でｐＨを８．５に
調整し、その後イオン交換水で不揮発分が４５％となるように調整した後に取り出し、樹
脂水性分散体を得た。
【００２７】
　実施例２～４
　第１表に示す原料を使用した以外は実施例１と同様の方法で樹脂水性分散体を得た。
【００２８】
　実施例５
　ＤＭＡＥＭＡ４部、ＭＡＡ２部、ＳＭ１４５部、２－ＥＨＡ１１５部、ＭＭＡ２０部、
ｉ－ＢＭＡ１１４部およびドデシルメルカプタン２部からなるエチレン性不飽和単量体お
よび連鎖移動剤を、ニューコール７０７ＳＦ４０部およびノイゲンＥＴ－１０２　４部を
１２０部のイオン交換水に溶解させた乳化剤水溶液を用いて乳化し、モノマーエマルジョ
ンを作製した。また、ｔ－ブチルハイドロパーオキサイド（有効成分６９％、以後、ＰＢ
－Ｈと略す。）２．４部をイオン交換水２４部に溶解させてラジカル重合開始剤水溶液を
、またイソアスコルビン酸ソーダ２部をイオン交換水２４部に溶解させて還元剤水溶液を
作製した。
【００２９】
　攪拌機、温度計、冷却器を取り付けた１リットル反応容器にイオン交換水２９０部およ
び１％塩化第２鉄水溶液０．７部を仕込み、窒素ガスを送入しつつ攪拌しながら反応容器
内を７０℃に昇温した。昇温後、モノマーエマルジョン、ラジカル重合開始剤水溶液およ
び還元剤水溶液を反応容器内にそれぞれ３時間かけて滴下投入し、乳化重合を行った。滴
下終了後、ＮＡＰＳ０．２部を添加し、更に２時間攪拌しながら７０℃で保持した後に室
温まで冷却し、１４％アンモニア水でｐＨを８．５に調整し、その後イオン交換水で不揮
発分が４５％となるように調整した後に取り出し、樹脂水性分散体を得た。
【００３０】
　実施例６
　モノマーエマルジョンを作製するにあたり、乳化剤としてニューコール７０７ＳＦおよ
びノイゲンＥＴ－１０２の代わりにアクアロンＫＨ－１０〔第一工業製薬(株)製エチレン
オキサイド骨格含有反応性乳化剤〕１６部を用いた以外は実施例５と同様の方法で樹脂水
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【００３１】
　比較例１および２
　第２表に示す原料を使用した以外は実施例１と同様の方法で樹脂水性分散体を得た。
【００３２】
　比較例３
　２－ＥＨＡ１４０部、ＭＭＡ１２８部、ＳＭ１２０部、アクリル酸（以後、ＡＡと略す
。）６部、ヒドロキシエチルメタクリレート（以後、ＨＥＭＡと略す。）６部からなるエ
チレン性不飽和単量体を、エレミノールＪＳ－２〔三洋化成工業(株)製アニオン性反応性
乳化剤：アルキルアリルスルホコハク酸ナトリウム塩；有効成分３８％〕２１部およびア
クアロンＨＳ－１０〔第一工業製薬(株)製アニオン性反応性乳化剤：ポリオキシエチレン
－１－（アリルオキシメチル）アルキルエーテル硫酸エステルアンモニウム塩〕４部を１
２０部のイオン交換水に溶解させた乳化剤水溶液を用いて乳化し、モノマーエマルジョン
を作製した以外は実施例１と同様の方法で樹脂水性分散体を得た。
【００３３】
　比較例４
　ＳＭ１２０部、アクリル酸ブチル（以後、ＢＡと略す。）１６０部、ＭＭＡ１０６部、
ＭＡＡ１０部およびメタクリル酸グリシジル（以後、ＧＭＡと略す。）４部からなるエチ
レン性不飽和単量体を、ニューコール７０７ＳＦ２２部およびダウファックス２Ａ－１〔
日本乳化剤(株)製アニオン乳化剤、アルキルジフェニルエーテルジスルホン酸ナトリウム
５０％水溶液〕６部を１２０部のイオン交換水に溶解させた乳化剤水溶液を用いて乳化し
、モノマーエマルジョンを作製した。また、ＮＡＰＳ１．２部をイオン交換水２４部に溶
解させてラジカル重合開始剤水溶液を作製した。
【００３４】
　攪拌機、温度計、冷却器を取り付けた１リットル反応容器にニューコール７０７ＳＦ４
部およびイオン交換水３１５部を仕込み、窒素ガスを送入しつつ攪拌しながら反応容器内
を８０℃に昇温した。昇温後、モノマーエマルジョンおよびラジカル重合開始剤水溶液を
反応容器内にそれぞれ３時間かけて滴下投入し、乳化重合を行った。滴下終了後、ＮＡＰ
Ｓ０．２部を添加し、更に２時間攪拌しながら８０℃で保持した後に室温まで冷却し、１
４％アンモニア水でｐＨを８．５に調整し、その後イオン交換水で不揮発分が４５％とな
るように調整した後に取り出し、樹脂水性分散体を得た。得られた樹脂水性分散体の平均
粒子径は０．１２μｍ（光散乱型粒度分布測定器で測定）であった。
【００３５】
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【表１】

【００３６】
【表２】

【００３７】
　第１表および第２表の脚注
　＊１）ｉ－ＢＭＡ：メタクリル酸イソブチル
【００３８】
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【表３】

【００３９】
　試験例１～６および比較試験例１～４
　ディスパーを用い、下記顔料ペースト配合組成で、３０００ｒｐｍ、１時間の条件で分
散を行って顔料ペースト２９１．４部を得た後、下記塗料配合組成で配合を行って水性塗
料を得、得られた水性塗料の付着性試験、耐水付着性試験、耐水性試験、耐アルカリ性試
験を下記試験方法で行った。試験結果を第４表に示す
【００４０】
　・顔料ペースト配合組成
　　　水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６２．０部
　　　オロタンＳＧ－１＊２）　　　　　　　　　　　　　５．７部
　　　１０％トリポリ燐酸ナトリウム　　　　　　　　　４．１部
　　　５０％エマルゲンＡ－６０＊３）　　　　　　　　　３．７部
　　　プロピレングリコール　　　　　　　　　　　　１４．４部
　　　ベストサイド５００＊４）　　　　　　　　　　　　０．８部
　　　Ｒ－９３０＊５）　　　　　　　　　　　　　　２００．２部
　　　ＳＮデフォーマー３８０＊６）　　　　　　　　　　０．４部
　　　２８％アンモニア水　　　　　　　　　　　　　　０．２部
　　　　　小　　　計　　　　　　　　　　　　　　２９１．４部
【００４１】
　・塗料配合組成
　　　顔料ペースト　　　　　　　　　　　　　　　２９１．４部
　　　樹脂水性分散体　　　　　　　　　　　　　　６３４．４部
　　（実施例１～６または比較例１～４で得たもの）
　　　テキサノール＊７）　　　　　　　　　　　　　　５７．１部
　　　３％セロカサイズＱＰ－４４００Ｈ＊８）　　　　１３．４部
　　　１５％アデカノールＵＨ－４３８＊９）　　　　　　３．３部
　　　ＢＹＫ－０２８＊１０）　　　　　　　　　　　　　 ０．４部
　　　　　合　　　計　　　　　　　　　　　　　１０００．０部
【００４２】
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　＊２）オロタンＳＧ－１　　　　　：　ローム＆ハース(株)製顔料分散剤
　＊３）エマルゲンＡ－６０　　　　：　花王(株)製ノニオン性乳化剤
　＊４）ベストサイド５００　　　　：　日本曹達(株)製防腐剤
　＊５）Ｒ－９３０　　　　　　　　：　石原産業(株)製酸化チタン
　＊６）ＳＮデフォーマー３８０　　　：　サンノプコ(株)製消泡剤
　＊７）テキサノール　　　　　　　　：　イーストマンケミカル社製造膜助剤
　＊８）セロカサイズＱＰ－４４００Ｈ：　ダウケミカル社製増粘剤
　＊９）アデカノールＵＨ－４３８　　：　旭電化(株)製増粘剤
　＊10）ＢＹＫ－０２８　　　　　　　：　ＢＹＫ社製消泡剤
【００４３】
　〔試験方法〕
　・付着性および耐水付着性試験用基材の製造：ダイヤニューデポール〔恒和化学工業(
株)製防水形外装合成樹脂エマルジョン系薄付け仕上げ塗料；以後、塗料（１）と略す。
〕、キクスイタイルカラー仕上材〔菊水化学工業(株)製溶剤形アクリル樹脂エナメル塗料
；以後、塗料（２）と略す。〕、ファインコート〔菊水化学工業(株)製ターペン可溶型ア
クリル樹脂塗料；以後、塗料（３）と略す。〕、ファインコートウレタン〔菊水化学工業
(株)製弱溶剤形２液ウレタン塗料；以後、塗料（４）と略す。〕のそれぞれをスレート板
に塗布量が３００ｇ／ｍ２となるように刷毛塗りし、２５℃で１４日間乾燥させた後に５
０℃で３日間乾燥させて付着性および耐水付着性試験用基材を得た。
【００４４】
　・付着性試験：前記付着性試験用基材の塗膜上に水性塗料を塗布量が３００ｇ／ｍ２と
なるように刷毛塗りし、２５℃で７日間乾燥させた後、塗膜にカッターナイフで２ｍｍ間
隔の切れ目を入れて５×５＝２５個の碁盤目を作製した後、セロハンテープ剥離試験を行
い、下記の評価基準で評価した。
　評価基準
　　　○　：２０個以上付着
　　△－○：１５～１９個付着
　　　△　：１０～１４個付着
　　×～△：５～９個付着
　　　×　：４個以下付着
【００４５】
　・耐水付着性試験：前記耐水付着性試験用試験基材の塗膜上に水性塗料を塗布量が３０
０ｇ／ｍ２となるよう刷毛塗りし、２５℃で７日間乾燥させた後、水中に１日間浸漬し、
取り出して２５℃で２４時間乾燥させた後に塗膜にカッターナイフで２ｍｍ間隔の切れ目
を入れて５×５＝２５個の碁盤目を作製した後、セロハンテープ剥離試験を行い、前記付
着性試験と同じ評価基準で評価した。
【００４６】
　・耐水性試験：ＪＩＳ　Ｋ　５６６０に準拠して行った。
【００４７】
　・耐アルカリ性試験：ＪＩＳ　Ｋ　５６６０に準拠して行った。
【００４８】
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【表４】

【００４９】
【表５】
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